
不
足
が
見
込
ま
れ
る
介
護
人
材

　
少
子
高
齢
化
の
進
行
に
よ
り
、
介
護

を
必
要
と
す
る
高
齢
者
が
増
え
る
一
方

で
、
介
護
職
の
担
い
手
不
足
が
懸
念
さ

れ
て
い
ま
す
。

　
国
に
よ
る
と
、
令
和
元
年
度
の
全
国

の
介
護
職
員
は
約
2
1
1
万
人
。
今
後
、

団
塊
の
世
代
が
75
歳
を
迎
え
る
２
０
２

５
年
に
は
約
2
4
3
万
人
、
団
塊
ジ
ュ

ニ
ア
世
代
が
65
歳
を
迎
え
る
2
0
4
0

年
に
は
約
2
8
0
万
人
の
介
護
職
員
が

必
要
に
な
る
と
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

　
市
で
は
、
２
０
２
５
年
に
約
1
5
0

人
の
新
た
な
介
護
職
の
担
い
手
が
必
要

と
な
る
見
込
み
で
す
。

市
内
の
状
況
は

　
現
在
市
内
で
は
約
1
、
8
0
0
人
の

介
護
職
員
が
働
い
て
い
て
、
要
介
護
認

定
を
受
け
た
高
齢
者
の
身
体
介
助
・
生

活
援
助
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
介
護
職
員
が
活
躍
す
る
介
護
事
業
所

に
は
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
や
デ
イ

サ
ー
ビ
ス
、
高
齢
者
の
自
宅
に
訪
問
す

る
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
事
業
所
な
ど
が
あ

り
、
現
在
市
内
に
は
約
1
0
0
カ
所
の

事
業
所
が
あ
り
ま
す
。
今
後
も
少
子
高

齢
化
に
伴
い
、
介
護
事
業
所
の
数
は
増

加
が
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

進
む
労
働
環
境
の
改
善

　
介
護
の
仕
事
に
は
「
き
つ
い
・
汚
い
・

給
料
が
安
い
」
と
い
っ
た
マ
イ
ナ
ス
イ

メ
ー
ジ
を
持
つ
人
も
い
る
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

　
以
前
は
、
利
用
者
が
受
け
る
介
護

サ
ー
ビ
ス
の
内
容
を
市
が
決
定
し
て
い

ま
し
た
が
、
平
成
12
年
に
介
護
保
険
制

度
が
始
ま
っ
て
か
ら
は
、
利
用
者
が
介

護
事
業
所
を
自
由
に
選
択
す
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
そ
の
た
め
、
各
介
護
事
業
所
で
は
、

よ
り
質
の
高
い
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
者
に

提
供
で
き
る
よ
う
、
介
護
職
員
の
労
働

環
境
の
改
善
が
続
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

近
年
で
は
、
利
用
者
を
ベ
ッ
ド
か
ら
車

い
す
に
移
乗
す
る
際
の
サ
ポ
ー
ト
な
ど

を
行
う
介
護
ロ
ボ
ッ
ト
を
導
入
し
て
、

介
護
職
員
の
負
担
軽
減
を
図
っ
て
い
る

事
業
所
も
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
介
護
職
員
処
遇
改
善
加
算
や

介
護
職
員
等
特
定
処
遇
改
善
加
算
の
創

設
と
い
っ
た
賃
金
面
を
改
善
す
る
た
め

の
制
度
改
正
も
進
ん
で
い
ま
す
。
今
後

も
、
さ
ら
に
加
算
が
設
け
ら
れ
、
待
遇

の
改
善
は
ま
す
ま
す
進
ん
で
い
く
見
込

み
で
す
。

介
護
職
員
に
な
る
た
め
に
は

　
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
と
し
て
働
く
に
は

あ
ら
か
じ
め
資
格
が
必
要
と
な
る
た
め
、

大
学
や
専
門
学
校
な
ど
で
介
護
の
資
格

を
取
得
し
て
か
ら
働
き
始
め
る
人
も
い

ま
す
。

　
一
方
で
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
や

「
あ
り
が
と
う
」の
言
葉
が
あ
ふ
れ
る
仕
事

介
護
職
の
魅
力

少
子
高
齢
化
が
進
む
中
、
介
護
職
の
重
要
度
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。
介
護
職
は
利
用
者
か
ら
直
接
感
謝
さ

れ
、
や
り
が
い
を
感
じ
ら
れ
る
仕
事
で
す
。
ま
た
、
さ
ま
ざ
ま
な
制
度
の
改
善
に
よ
り
、
働
き
や
す
い
環

境
も
整
っ
て
き
て
い
ま
す
。
介
護
職
を
取
り
巻
く
現
状
や
市
の
取
り
組
み
な
ど
を
通
し
て
、
そ
の
魅
力
を

紹
介
し
ま
す
。

利用者に寄り添いながら
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デ
イ
サ
ー
ビ
ス
な
ど
で
働
く
場
合
は
、

資
格
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。
現
場
で
経

験
を
積
み
な
が
ら
、
資
格
を
取
得
し
て

ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
を
し
て
い
く
人
も
た

く
さ
ん
い
ま
す
。

自
分
の
レ
ベ
ル
に
合
わ
せ
て

資
格
の
取
得
を

　
介
護
職
の
資
格
に
は
、
取
得
に
必
要

な
時
間
が
短
く
、
内
容
の
専
門
性
が
低

い
も
の
か
ら
順
に
、
介
護
職
員
初
任
者

研
修（
初
任
者
研
修
）、
実
務
者
研
修
、

介
護
福
祉
士
が
あ
り
ま
す
。

　
初
任
者
研
修
は
、
以
前
は
ホ
ー
ム
ヘ

ル
パ
ー
2
級
と
呼
ば
れ
た
資
格
で
、
介

護
の
基
礎
知
識
や
高
齢
者
の
身
体
の
特

性
な
ど
に
つ
い
て
学
ぶ
も
の
で
す
。
家

族
の
介
護
に
役
立
て
る
た
め
に
取
得
す

る
人
も
い
ま
す
。

　
実
務
者
研
修
は
介
護
事
業
所
で
3
年

以
上
の
実
務
経
験
が
あ
る
人
が
受
講
で

き
ま
す
。
よ
り
専
門
的
な
知
識
と
ス
キ

ル
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

　
介
護
福
祉
士
は
実
務
者
研
修
を
受
講

し
た
人
な
ど
が
受
検
で
き
る
国
家
資
格

で
す
。
さ
ら
に
高
度
な
知
識
・
技
術
を

身
に
付
け
、
利
用
者
の
多
様
な
ニ
ー
ズ

に
対
応
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

介
護
職
員
を
サ
ポ
ー
ト
す
る

市
の
取
り
組
み

　
市
で
は
、
介
護
職
員
を
支
援
す
る
た

め
、
就
業
年
数
に
応
じ
た
「
介
護
版
な

り
た
手
当
」
の
支
給
や
、
初
任
者
研
修

を
受
講
す
る
た
め
に
か
か
っ
た
費
用
の

補
助
を
行
っ
て
い
ま
す
。

介
護
版
な
り
た
手
当

　
介
護
事
業
所
で
中
心
的
役
割
を
担
う

介
護
職
員
の
定
着
を
支
援
す
る
た
め
、

就
業
年
数（
1
〜
9
年
）に
応
じ
て
2
〜

10
万
円
の
介
護
版
な
り
た
手
当
を
支
給

し
ま
す
。

初
任
者
研
修
の
補
助

　
初
任
者
研
修
を
修
了
し
、
市
内
の
介

護
事
業
所
で
3
カ
月
以
上
勤
務
を
続
け

て
い
る
人
が
対
象
で
す
。

　
初
任
者
研
修
で
か
か
っ
た
受
講
料
と

教
材
費
の
合
計
額
を
10
万
円
ま
で
補
助

し
ま
す
。

あ
な
た
も
介
護
職
員
を

目
指
し
ま
せ
ん
か

　
介
護
職
は
大
変
な
こ
と
も
あ
り
ま
す

が
「
あ
り
が
と
う
」
の
言
葉
が
あ
ふ
れ

る
職
場
で
多
く
の
人
を
笑
顔
に
す
る
こ

と
が
で
き
る
、
と
て
も
や
り
が
い
の
あ

る
仕
事
で
す
。

　
介
護
事
業
所
は
見
学
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
の
で
、
ま
ず
は
職
場
の
雰
囲
気

を
感
じ
て
み
ま
し
ょ
う
。
あ
な
た
も
今

後
ま
す
ま
す
必
要
と
さ
れ
る
介
護
職
を

目
指
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

※
く
わ
し
く
は
高
齢
者
福
祉
課（
☎

20
‐
1
5
3
7
）へ
。

デイサービス職員

石
いし

川
かわ

 真
ま

子
こ

さん

特別養護老人ホーム職員

黒
くろ

巣
す

 愛
あい

さん

介護事業所で活躍している職員に聞きました

　特別養護老人ホームで利用者の身体介助を行って
います。仕事を始めて、今年の5月で1年になります。
　以前は異なる職業に就いていましたが、新型コロ
ナウイルス感染症の影響で将来について改めて考え
させられたのがきっかけで、手に職をつけたいと思
い、将来的に需要のある介護職に転職しました。仕
事は大変なこともありますが、それ以上に利用者や
その家族に「ありがとう」と言ってもらえることが、
やりがいだと感じています。
　人は誰でも高齢になれば、誰かの手を借りるよう
になると思います。皆さんが介護の仕事を始めるの
を待っています。

　デイサービスで利用者のお風呂やお手洗いの手伝
いをしたり、レクリエーションを行ったりしていま
す。
　私の祖母は介護が必要で、祖父が全ての介助を
行っていました。幼い頃からその様子を見ていたの
で、自然と介護の仕事に興味を持つようになり、こ
の仕事に就きました。利用者に「石川さんのことが
大好きなんだよ」と言ってもらえるとすごくうれし
くて、やりがいが大きい仕事です。
　始める前は自分にできるかと不安になると思いま
すが、利用者や先輩職員からたくさんのことが学べ
る職種です。
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